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resume,18)

2 盈宅の共力剤に関す畠研究 (第 14報 )アレス リンに対するエゴノールの共力効果

に就て* 枚原弘道 (岐阜大学 農学部 氏芸イヒ学軟式)elJ.1･19義理

Allethriふ 乳剤に egonolを加えて. アカイエカ幼虫t-.対する殺虫試験を行った所,I
egonolは allethrinに対しても pyrethrinsと同ほに共力効果を示すが,その共力席

は後者の場合より劣るととが判明した｡

合成 pyrethroidsの一和である allcthrinが工栄

的に生産され,それが共用化されるに伴い,それに対す

る共力剤の退JTJはm要開祖となってきた｡PIQUmT()),

JoNT亡Setal.(管),G7･:P.SDOllFFeta1.0)及び 長沢等(4)

によれば希柾の共力軌土一般に allethrin に対して

は pyrethrinsに対する程武力な共力効史を京さない

という.著者は allethrin'に対する egonolの共力

効果を研究するため,キS,レン或はキ5'レンと)リ ク

ロロエチレン況合物を述剤とし,allethrinを0･5%或

は0.25%を合有する乳剤尻瀞 こegonolconcentrate

(egonolcone.)或は egoholcrystal (egonoI

cryst.)を夫々 allethrin の8倍丑を混用し,これ

等乳剤によるアカイエカ幼虫に対する殺虫試&'を行ひ,

egonolが allethrinに対しても pyrethrinsに対す

ると同様に共力効果を示すけれ ども,共 の共力皮は

Pyrethrinsに対するそれよt)坊ろ布を認め,叉共の

共力皮と piperonylbutoxide(pip.but･)のそれ

との比較も行ったので此処に報JJiする｡

実 験

I.実 験 材 料

(Ll)供 託 糸 剤

乳剤原液調矧 こ使用した egonolconc･は先に著者'

等tS)~が ェ3'的の分子蒸溜により得た egonoIL合孟

28.31% の溜分,egonolcryst.はエゴ種子的の不胎

化物から得た料 egonolをメタ′-ル及びェーナJtか-

ら印紙晶を繰返して得た mpl190のもの,.lllethrin

は S.H.Penick劉 90,00/合並の工第品,村政 佃恥
キシレy及びト.)クPP土チレンは化学FFJのffJ販rT,'Jで

あ7J｡

;111cthrin(純 allethrinに換算して 90% 品を佐

川)iこ対する北ノ)刑の況介比は爪11報(｡に於けると

ト-.J掛 こ1:8とし 上知詔m Iを乳化の好適条作である

郡1誠に1-)七･す様なkUJJで批介し.件々泣nJJな乳剤抗液

*本部',I.'･の抑甥は町子和'_)･iJ'Iミl川 2tq日 中附 也院比作

亘会にて和'b･･｡

を得た｡

(2) 供 試 昆 虫

穴験に使用 したアカイエカ Culexpi〆eJIS L.'var.

palZensCoqui.の幼虫は茄11報(6'と同様に岐阜市郊

外の著者宅の下水潔から採然した卵塊を水道水を盛っ

た水槽小で脚化せしめ,茄相好母を餌として飼育した

もので,聯化後8Hnの3村域であるo

ⅠⅠ.実 験 方 法

雛11･m (67とTJIJ1校にqr懲汲蛇に柘釈した乳剤 200cc

を盛ったぺトリ一mにアカイエカの幼虫を101匹堀入れ,

24時間後に放ける王LiPE.Tf毛細醐17･幣で虫件に刺戟を与

える袖により判別 した｡

実験は Al-1･:1及び ∧℡-1三空の2郡に分け行ひ,

1韮剤に放てJJtj数r棚掛こ2線は4系列の.fWJ釈硬6種を

調JBAEL,1和釈液に放て10節のべ ト､)-ml,計 1001些

の皿虫に北で行った｡又無処理対訳it区として1001匹の

昆虫に於て21mWLu後の_-'L三光を併せて観察した.,I...7本宍

取は昭和28iF.7月15日から7月20日までのrLIlに行った

もので,宍放時の水温は A1-E】群では 23土loC,

AっγE巳郡では 25土1｡であった｡ l ′

Ill_･臭験結果及び者喪

｣:述の実験方法によって和られた ^]～】こI及び 2̂

-_Eでの希乳剤の稀釈統率 (V),.苅皿 (X･(ppm)-

1/V)と柁虫;串Y との田係 (I.n.牧旦比和.;!.:!区の三E･:1fLll
糾 よ100%)をIJijT{すると郡iil:'Jlの並 t)であるO I

Jrd;2rJiの約火に耽てkrに机辞.7な此校をffふため演出

X を邦の対数 xに,死&!率 Yを probityに把扱

い iLTSSの革丑｢死虫率仙税-･次変換操作を施 して,

共の回府方程式 y-5;+a(x一万) を求め,更にこれと

糾測僻の問の適合性に関する が 試験を行った結果を

i-1':すと節3夫の通 りであるOこ でゝ 夕-aは回桶税の

Lt:1.正を77;す軒数.bは回眉根の角弄数を示す｡ 一

穴D.:3炎の結果から粟立一死虫率回同税を措き.これ

に?.S･き布乳剤の-[†効姥を31.tnすれば茄4-Rの迅 E)で

ある｡
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Table1. ThecompositionoftheoriginalemulsionlesteLd.

Table2. DosageX(ppm)･mortalityY(%)tableforsynergizedallethrinemulsions

lVithegonolandpip.hut.tolaryaoftheCommonhousemosquito.
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℡able3. SummaryoEd.ltaOEexperimentsforrelationofdosageandmortality

tolarvaoftheCOmm()∩hollSemosquitoinsynergizedallethrinemulsion.

:dueoIEsS.:'ognnl二二,:I:tesr
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0

0

0

0

0
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6
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Regressionequation

y-a+a(x一房)

y亡4.日2638+4.85423
(x-0.80990)

y--5.25071+5.39361
(x-0.65813)

y-4.91302+4.96875
(x-0.85096)

〟-5.05157+1】.7ユ684
(x-1.79628)

γ.-5･00797+9･18340
(〟-1.66282)

y--5.09716+5.96661
(x-1.00668)

y-5.13964+7.13830
(x-0.89157)

y-4.98731+5.73914
(x-1.14059)

y--4.85518+9.35930
(x-1.94181)

y-4.リ9ifJ3+9.82698
(x-1.92376)

Table4. AbsolutetoxicityofsynergizedallethrinemulsionlVithegonolandpip.

but.tohryaofthecommonhousemosquito.

Formulation

Standarddeviation
ofsusceptibilityq

aEcAcie芸C=ylO/fq1athal

Logmedian
lathaldose

Medianhthaldose
LD-50(ppm)

Mediandegreeof
dilution ≒∴ _千 --_ - Ill

TableS･ Thedegreeofsynergism forallcthTinofe.qonolcone.,egonolcryst.

andpip.but.,anditsComparison.

節4炎で LT)150を似て77;された隼乳剤の'IJ'効姥か

らegonolcone.,cgonolcry.St.及び pJ'p.hut.の

allcthrirlに対する兆-JJ効果並びに邦の比較を那11

湘 (61で用いた典力圧 (allethrin 単剤巾に於ける

allethrin の波旺÷allethrin-synergist況剤rlIに於

ける allethrin.の恐腔)のBi位で表せば茄5式の桜で
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ある｡

即ち 230では egonol-cone.は､allethrinの効力

を 1.03倍に,pip.but.はそれを 1.69倍に夫々増

強L.前者は後者の 0.612倍の共力効果に相当し,

叉 250では egonoleryst.は allethrinの効力を

1.40倍に,pip.but.はそれを 1.84倍に夫々増強

し,前者は後者の0.761の共力効欠に相当する7-1[･とな

る｡

此の様に cgonolcone. の allethrinに対する共

I)J効凪ま秘めて嘩弱で,妨11報(6)で報告したアカイエ

カ劫火を川ひた敬合 pyrethrir)S に対する egonoI

cone. の火力蛇 1.85(200) に此L造かに小で共の

0.53'J他 こ過ぎず,各位共力剤の allethrin に対す

る火力蛇は pyrcthrinsに対するそれより劣るという

従来の沌if.'･(1-1)と一致する｡

(.'.ICgonolcryst.の allethrinに対する共力矧 ま

かな･L)大で,egomolcryst.の pyrethrinsに対する

それ 快 発起の実験による),より劣るが,egonoiconc.

の allethrimに対するそれより大であり,その1.356

倍に相当する｡ これは妨8孤(7)のコクゾウに対する

egonol加川除虫菊祝の実験に於ては egonolcryst.

は pyrethrinsに対し杓んど非力効果を戻さなかった

那,cgonolcone.･ほかなりそれを示した串と全く反

対の結朱で甚だ興妹ある叫である｡此の様な現象は供

拭 pyrethroidsの化学株迫の造成は供試昆虫の転封

による菜剤に対する感受性の差に韮くものと想像せら

れる｡

又的11拙(67に於てアカイエカ幼虫を川ひた場合,

pyrcthrinsに対する pip.hut..の共力旺並に共の .

氾m茄剤の殺虫能率 (b-1/q)は温皮の上昇に併ひ増

大し t13(.の菜剤の有効度は洪少する都を報告したが,
木次政に於ける allethrin-pip.hut.泥剤でも同一

の械rI'Jが軌'1.3される｡

総 括

キt/レン或はキS,レVとトt)クTH7エチレン混合物

を2rs別とL allethrinを 0.5% 或は 0･25%々合有

する乳剤脱液に egonolcone.,egonolcTySt..或は

pip･hut･を夫々 alleth.rin の8倍Liを混合し･共

の非力効刃ミをアキイ干ガ幼虫の殺虫試験により研究し

たところ,三者は何れも allethrinに対 し共力効光を

示 し Bl.ISSの probit法による薬宜一死虫率曲税か

らLD-50を求め,其 の有効度を比較するとegonoI

cone.を用ひた 2串Oに於ける試険では egonolconc･

の allethrinに対する共力皮は 1.03,pjp･but･の

それは 1.69で.前者は後者の0.612倍の共力効果に

相当し,叉 egonolcryst.を川ひた250に放ける試験

では egonolcryst.のal.lethrinsに対する共力箆は

18
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1.40,pip.but.̀のそれは L84-で,-前者は後者の

0.761倍の共力効果に相当する｡

此の様に egonolCrySt.の allethrinに対する共

力効果はかなり懲カであるが,egonolcone.のそれ

は紋弱である事が示されて居 り, 餌11報で報Jd.･した

pyrethrinsに村する egonolconc･の共力皮 (200)

と比較すれば造かに小で共の0.559倍に過きず,今迄

に報告せられた allethrinに対する各班共力剤の共力

控は pyrethrinsに対するそれより窃るという箔研兜

者の結果と一致する｡

付温姥の上昇に伴ひ allethrinに対する pjp.but.

の共力度並びに共の混用炎剤の殺虫能率は増大するが,｡

共の茶剤の有効度は減少の械向にある｡

本研究に際し終始御拙技を脳らた苗街路敬教授並に

奨欧に助力せられた平田陽太郎君に夫々Fgく感謝する｡
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Rdsume

ForthepurposeOLresearchingthesynergistic

actionofegonolwithaliethrininemulsion,
theauthorpreparedoriginalemulsioncontlinillg

allethrin0.5% or0.25% andegonol(usedas

egonolcone.andegonoleryst.)orpip.but.

rcspectively4.0% or2.0%,psing xylencor

xylene-trichloroethylene mixtureasbaseand

then ascertained theireffectivenessfrom the

experimentsonlathaleffectofthecommもnhouse

mosquito'slarva(CuZexpi♪ieTISL.vay.i)aZZe"s

coquil.)atか and250,provingbothofthem

havingthesynergisticactionwithallethrin.

Comparing theirrespectiveeLrcctivcness by

LD50calculated frontdosage-mortalitycurve

byprobitmethoddevelopedbylit.lSS,theauthor

bascomeloascertainthattlledegreeofsynergism

ofegonolConc.forallethrinbeing1.03;that
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ofpip.but.1.69at230,shoIVing theformer

exhibiting0.612timeaSStrongaSthatoEhtter

insynergist王Caction;andthHhesameofcgonol

eryst.forallet)1rfnbeingi.40;thatofplp･hut･

i.84at250. showing the formerexhibiting

o.761timeasstrongasthatoflatter王nsyner-

gisticaction.

Tht)S,thedegreeofsynergism ofegonolfor

節.19 巻-I

allethrit)is le.ss than that of egonlolー~-for

pyrethrins,andthisexperimentalresultscoincide･

､viththepreyiousinvestigators'datがlTJ!Tthat
in general, combinationsof allethrili with

synergistsshow aloIVerOrderofsyner女ism

thansimlhrcombinationsofpyrethrins'.with

synergists.

Sttldies,onI)etermi nationofLindane(恥 astLrementOfFreezingPol'ntbyP18tintlm
Res).stanceThermometer.1･)Minoru NAt亡･UEMAandTakasiAT̂TSUML'R̂ (LahoratL)ry

ofAgriculturalChemicals,Kyoto tJniversity)ReceivedJam.25,ユ934.Botyu-KagohlL

19,19,1954(lVithEr)glishresume,24)

岳 yン≠ンの走塁について (白金抵抗温度計による･･B固点の測定に関する研究 (弟ld
報)小島 稔.玖村 隆 (京布大学 毘茶化学研先立)29.i 23実現

])ンデシの凝固点を.白金抵抗温度計と電位差計を用いて掃密に測定し,凝固点降下度よ

りl)3/デンを定量した｡

近年 リy ヂyの謂賓が急掛 こ拓まt),それにつれて

その生産丑も次雛に増加して来た｡ リソデンとは,国

際的に γ-BHCを 99% 以上含有するものと親格さ

れてをり,その定丑法に関しては,規同点降下法によ

り己に E.E.Toops(I),E.EmschWiller(管)等によ

って可成り評細に研究され,又,A.Konerの は,熱

広斑銃を用いて .8王IC 希異性体の結晶学的研琴から

その純姥のLJE丑を試みた｡

又,白金抵抗温度計により温皮を測定する方法は己

に多く報告されている(4''5!(6'が,MuellerIhridge(7'

や SmithdiLrereneebridge(8)又は D,Rl.stullの

等によって捉案された方法は.何れも特別なmTl定技監

を必要とするので,我々は白金抵抗温腔計,朽璃電位

差計及び群但抵抗を用いて,比較的簡単にmつ可成り

正椛に凝固点を測定し得る琵辺を考案しt)./デンの定

丑を行った｡

(A) 測 定 琴 置

使用した凝固槽及び測定回路を,節1図及び節2図

に/i-;+.

収悶恥こ似1日ーたFク｡上根は,B.S.No･25で約

330cmであり.75W約20分で約 10gの1)yデVが

完全に柳 平する｡冷却速度は.加電圧を調節する事に

よt)変化させた.遊脚槽については,己に ATair,

Glasgow,】ミossini即 等が考究してをt),出田曲税

の脈柿にm顎なik'b剤を戻す冷却逆圧は凝固mの外交管
の共砧皮を調節する卿によりなすべきであると湖JLFll･し

ている｡我々は引続きこの穴政を行っているが,軒液

の純姥が押.､切合は上記の方法でも野しい誤器･を与え

ないものと思われる.把押棒は,中塗の約手狩で乾牧

垂気又は乾燥琶某ガスが流通LtI来る様になっている.

その理由は,1)ンデソの工場製品中には,水分共の他

の揮発成分が含まれてをり,これらの成分は第 4図に

戻す様に,測r/i沖 に逸散するので,凝固点は調綻 同数

と共に変化するが,順次一定となる｡併し,乾妹空気

又は,乾燥窒素ガスを遍ずると,最初から安定な収同

点を求めろ?Jr･が出来るからである.軌 軒液に桁解す

るガスの影野については,己に Scatchard(10)が無視

LII来る部を報督している｡把拝は測宅Fflも行い,捌 謁

約 2cm で上下し斑拝回数は 80/min･,であるo
白金抵抗温度計は,白金税 (直径約 0.08■mm.長

さ的 130cm)杏,正筏 7mTn,長さ約 2.5cm の杓

子柘に巻き付け,外部を約-7･抑 T'誕管で熔軸竹前した

ものである｡(節3回)

(B) 測 宏 方 法

暇也が充分安'jBLた後.R】ooの罷圧陀下皮よ()Rl

を適当に遊んで PRTを流れる馬流を,5-10mAに

する｡次に SIVを Rご5に切換へ,花代設計の阿路
に R注を入れTTIl唖計のF'ィヤル指'前を 0.9に, ド

ラムを約 0.1にし,R空によって検流計を平田させろ｡

この時のドラムの正砥な改みを mlとL t秒筏 SW

を PRT に切換へ,ダイアル及び ドラムによl)検流

計を平街させる｡この時の読みを Rxとし, 恥 ニ ー

妙技 SW を R25に切換へ敵と両様 meを祝みとる｡

この時,測定温度は 2Rx/mJ+m空の比で示される｡

次にこの柑 こ, RESの室温による温床補正係数を釆ず

ると,it正伯 M を得ろ｡この温姥和正係数を表示す
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